
平成２５年度平成２５年度平成２５年度平成２５年度 宮津市１２月補正予算（案）宮津市１２月補正予算（案）宮津市１２月補正予算（案）宮津市１２月補正予算（案）の概要の概要の概要の概要

＜１２月補正予算の概要＞

■一般会計：国・府予算を活用した「福祉の推進」「暮らしの基盤の整備（安心安全）」に係る事業や

「宮津マルシェ」の推進に係る事業などについて、約１億５千万円の追加補正を行うもの。

■特別会計：国民健康保険事業特別会計（国支出金等の精算等）、上宮津財産区特別会計（自治振興交

付金関連）を補正するもの。

対 前 年 同 期 比

伸 率 H24 12月補正後

        千円       千円         千円 ％         千円

一　　　般　　　会　　　計 11,080,636 152,942 11,233,578 2.9 11,087,951 

国 民 健 康 保 険 事 業 2,538,320 11,115 2,549,435 △5.1 2,759,917 

上 宮 津 財 産 区 21,533 1,065 22,598 7.4 21,049 

そ の 他 4,805,904 0 4,805,904 △0.4 4,826,537 

計 7,365,757 12,180 7,377,937 △2.1 7,607,503 

616,613 616,613 △1.2 624,041 

合　　　　　　計 19,063,006 165,122 19,228,128 0.8 19,319,495 

水  道  事  業  会　計

特別
会計

会 計 補正前予算額 補正予算額 計



平成２５年度宮津市１２月補正予算（案）　　主要事業の概要

　

（単位：千円）

財　　源　　内　　訳

特定財源 一般財源

国 5,330

4,000

府

2,400

◆宮津マルシェ整備の第２ステージ（商業
　エリア）の具現化に向けた準備
　（事業プラン等の構築支援）
　　※国予算の活用

当初 4,000

■ 教育の充実と人材育成　　

新
規

子ども・子育て支援新制度システム
導入事業
＜H25～H26債務負担行為の設定＞

10,000

　　◆国・府予算を活用した「福祉の推進」「暮らしの基盤の整備（安心安全）」に
　　　係る事業や「宮津マルシェ」の推進に係る事業などに、追加補正するもの。

■ 国・府予算を活用した事業等に係る追加補正 ■■ 国・府予算を活用した事業等に係る追加補正 ■■ 国・府予算を活用した事業等に係る追加補正 ■■ 国・府予算を活用した事業等に係る追加補正 ■

＜「みやづビジョン２０１１」を本格化（基本施策・市民との協働）＞

10,311

250 0

新
規

82,000 0

自立循環室 1

10,520
◆除雪に係る委託料等
　　※国予算の活用

建   設   室当初除雪事業 15,850

新
規

オレンジカフェ推進事業 250

500

当初

９月

16,670

◆子ども・子育て支援新制度に係るシステム
　導入
　　※システム導入経費に係る26年度までの
　　　債務の設定

2,200

3健康福祉室
◆初期認知症対応型カフェ(オレンジカフェ)
　事業の推進
　　※府予算の活用

10,000

■ 暮らしの基盤の整備

府 82,000 教育委員会 4
◆災害時の停電に備え、避難施設に太陽光
　発電設備と蓄電池を整備
　（宮津小学校体育館、市民体育館)
　　※府予算の活用

避難施設緊急時電力確保促進事業
　（小学校施設整備事業・
　　　　　　　市民体育館整備事業）

健康福祉室

◆閉校記念誌の作成をはじめとした記念事業
  への支援

当初 7,454 教育委員会

部　局　名
説明
資料

平成25年度
既決予算額

■ 観光を基軸とした産業振興　

事　　　業　　　名 予　算　額 事　　業　　の　　概　　要

充
実

宮津マルシェ推進事業

■ 健康増進と福祉の推進

2
日置中学校閉校記念誌作成等支援
事業
　（教育委員会事務局経費）

500

国 1,600

（限度額）



平成24年 　月定例会
（単位：千円）

　

年度策定 27
年度策定
年度策定

1

【市民参加の状況】
「地域プラットフォーム」を中心に賑わいづくりに参画

【先進性】

担当室・係 自立循環型経済社会推進室　まちづくり係 TEL 45-1607

【みやづビジョン2011以外の計画】
24 宮津マルシェアクションプログラム 計

画
期
間

年度まで
年度まで

事業概要

期待される
効果

■ 商業エリアの具現化に向けた準備経費（事業プラン等の構築支援）

　　「民間視点」による実現性の高い商業エリアの構築を図るため、宮津商工会議所を
　中心とした協議体が行う商業エリアの具現化に向けた取組を支援し、宮津マルシェの
　整備につなげる。
　　※協議体：商工会議所をはじめとした商業等関係者が参画して、協議・調整等を
　　　　　　　行う組織

　○ 商業エリアの事業プランの構築等（協議体への補助）　4,000千円
　　　・商圏設定によるターゲットの具体化
　　　・施設コンセプトの明確化
　　　・施設配置、売り場等の配置案
　　　・運営のあり方とマーケティング戦略の具体化　等

《参考》今後の動き
　■ 宮津マルシェの本格整備
　　（H26年度実施予定）
　　・事業プランの具体化
　　・運営組織の構築
　　・商業エリアの具現化

○ まちなかの観光入込客の増（30万人アップを目標）
○ 空家・空き店舗等の活用

年度まで

8,000
補正理由

（参考）補正後予算額　宮津マルシェ整備の第２ステージとして商業エリアの具現化を図るため、商業
者等を中心とした協議体による事業プランの構築等に着手するもの

目　的
・

目　標

背　景
・

経　緯

　平成26年度までに道の駅の機能を持たせた宮津マルシェの整備を目指すととも
に、宮津マルシェを核とした、市民起点によるまちなかの賑わいづくりに資す
る。

■平成22年度　浜町地区活性化調査研究事業
■平成23年度　宮津マルシェ整備に向けた調査研究
■平成24年度
　・宮津マルシェアクションプログラム策定
　・道の駅機能を持たせた浜町ゾーンの具現化の検討
　・新浜、浜町賑わいづくりオフサイトミーティング
■平成25年度　ビジターセンター等の整備に着手

都市再生整備事業費補助金 1,600

4,000
1,600 2,400

ビジョン
基本施策

観光を基軸とした産業振興
ビジョン
重点戦略

─ 　特　定　財　源　の　内　訳

国

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源事業名 宮津マルシェ推進事業 充実

補 正 予 算 額

平成25年 12月定例会 補正予算　事業等説明資料【一般会計（第５号）】

商業エリアの具
体化（今回）

道の駅機能の基礎的部
分（整備に着手中）



平成24年 　月定例会
（単位：千円）

　

　

年度策定
年度策定
年度策定

2

【市民参加の状況】

10月13日 日置・世屋地区住民約450人による人文字「日置中」の撮影

【先進性】

担当室・係 教育委員会事務局総括室 学校教育係 TEL

事業概要

【みやづビジョン2011以外の計画】
24 第２次宮津市立小・中学校再編計画 計

画
期
間

年度まで

■日置中学校閉校記念事業経費の補助　500千円

　○事業主体　日置中学校閉校記念事業プロジェクト

　○事業費等　事業費　　3,000千円
　　　　　　　事業内容　・日置中学校文化祭に京都フィルハーモニー室内合奏団を
　　　　　　　　　　　　　招へいし、地域コンサートを実施
　　　　　　　　　　　　・世屋地区住民に日置地区運動会への参加を呼びかけ、
　　　　　　　　　　　　　地域交流を深めるとともに、人文字を撮影
　　　　　　　　　　　　・地域主体の日置中学校閉校記念式を実施
　　　　　　　　　　　　・閉校記念誌約450冊を作成し、日置・世屋地区住民等に
　　　　　　　　　　　　　無償配布
　
　○補助金額　500千円   事業費3,000千円から京都府地域力再生プロジェクト支援事
　　　　　　　　　　　　業交付金2,000千円(申請中)を控除した経費の１/2を補助

年度まで

背　景
・

経　緯

　少子化による児童・生徒数の減少が見込まれる中で、望
ましい学習環境、教育環境を確保するため、平成26年３月
をもって日置中学校を閉校し、組合立橋立中学校に統合す
る。

期待される
効果

　多世代の地域住民が参加する日置中学校閉校記念事業を
契機とした地域づくりの気運醸成

年度まで

45-1641

7,954

財　　　源　　　内　　　訳

ビジョン
基本施策

教育の充実と人材育成
ビジョン
重点戦略

─ 　特　定　財　源　の　内　訳

府支出金 その他

月定例会 【一般会計（第５号）】

（参考）補正後予算額　児童生徒の成長・発達、望ましい集団活動や教育活動を確保するため、平成26年
３月31日に日置中学校を閉校し、組合立橋立中学校に統合することに伴い、日置・
世屋地区の住民等で構成する「日置中学校閉校記念事業プロジェクト」が実施する
閉校記念事業の経費の一部を支援するもの。

一般財源国庫支出金 市　債

500

　閉校となる地域の住民の地域活動に対して、支援を行うもの。

12平成25年

目　的
・

目　標

事業名
日置中学校閉校記念誌作成等支援事業
（教育委員会事務局経費）

補正予算　事業等説明資料

補 正 予 算 額

500

補正理由



（単位：千円）

　

年度策定
年度策定
年度策定

3

【市民参加の状況】

【先進性】

担当室・係 健康福祉室　介護予防係 TEL 45-1620

【みやづビジョン2011以外の計画】
計
画
期
間

年度まで
年度まで

事業概要

期待される
効果

■オレンジカフェ推進事業　　２５０千円

　○サロン型カフェの開設
　　・実施場所　安寿足湯（由良地内）
　　・実施法人　社会福祉法人北星会（職員体制2名）
　　・実施時期　平成26年1月～（毎月第2・第4金曜日　13：30～16：00）
　　・対 象 者　高齢者（閉じこもり・軽度認知症等）及びその家族など

　○事業内容
　　・足湯を使ったリラクゼーション
　　・ピアサポート
　　・健康・介護相談
　　・健康器具を使った運動、体操（フラダンス、気功、介護予防体操など）
　　・セラピストによる音楽セラピー、作品づくり

・認知症の早期発見、認知症予防
・家族介護者等の負担軽減・心理的サポート等

年度まで

目　的
・

目　標

背　景
・

経　緯

　閉じこもりや軽度認知症等の高齢者に、本人の居場所・生きがいづくりとして
の場を提供し、本人同士が支え合う関係づくり、家族の負担軽減・心理的サポー
トを図るもの。

　京都地域包括ケア推進機構において、「高齢者本人の意
思が尊重され、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会」
の実現を目指す「京都式オレンジプラン（京都認知症総合
対策推進計画）」を策定。（計画期間:平成25年度～平成
29年度）

補正理由

　京都府の地域包括ケア総合交付金（認知症プロジェクト推進事業）を活用する
もの。

250

ビジョン
基本施策

健康増進と福祉の推進
ビジョン
重点戦略

（参考）補正後予算額

─

府支出金 市　債

　特　定　財　源　の　内　訳

府 地域包括ケア総合交付金 250

250

補正予算　事業等説明資料【一般会計（第５号）】

250

平成25年 12 月定例会

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金事業名 オレンジカフェ推進事業 新規

補 正 予 算 額
その他 一般財源

安寿足湯



平成24年 　月定例会
（単位：千円）

　

年度策定
年度策定 32
年度策定

府支出金 市　債

補正予算　事業等説明資料

避難施設緊急時電力確保促進事業
（小学校施設整備事業、市民体育館整備事業）

新規
補 正 予 算 額

【一般（第５号）】月定例会

補正理由

その他 一般財源

82,000
82,000 0

事業名

82,000

・宮津小学校、宮津市民体育館は、市内の避難所の中でも
　収容面積が大きく、また、救援物資受付保管基地として
　機能する重要な施設
・市民体育館（柔道場）収容人数　１２２人
　　※平成16年10月の台風23号時に、最大52世帯88人を
　　　受け入れ

45-1662
45-1642

【みやづビジョン2011以外の計画】
24 宮津市地域防災計画 計

画
期
間

期待される
効果

年度まで
23 第2期宮津市役所地球温暖化対策実行計画 年度まで

事業概要

・停電時の避難所の必要最低限の電力の確保が可能。
　（６時間程度）
・高効率太陽光発電システムと蓄電池システムを組み合わ
　せた先進システムの導入により、停電時の非常時はもと
　より、平常時においても電力の有効利用が可能。

　■宮津小学校体育館太陽光発電設備等設置　　　41,000千円
　■市民体育館(柔道場等)太陽光発電設備等設置　41,000千円

　　事業費　      82,000千円
　　・設計委託料　 2,000千円
　　・工事請負費　80,000千円

　　＜整備内容＞
　　・太陽光発電　15kw設置（宮津小体育館）、10kw設置（市民体育館）
　　・蓄電池　　　16.9kw設置（宮津小体育館）、15kw設置（市民体育館）
　　・ＬＥＤリプレイス

4

年度まで

【市民参加の状況】

【先進性】

担当室・係
教育委員会事務局総括室
施設係、社会教育係

TEL

目　的
・

目　標

平成25年 12

（参考）補正後予算額　京都府の市町村避難施設緊急整備支援事業補助金の内示に伴うもの。

背　景
・

経　緯

ビジョン
基本施策

環境保全と生活環境の向上
ビジョン
重点戦略

　災害時（停電時）における避難施設の電力確保

─ 　特　定　財　源　の　内　訳

府 市町村避難施設緊急整備支援事業補助金 82,000

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金


